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＊ 編 集 後 記 ＊

ＩＧＳ日本支部編集委員会(名簿)

ＩＧＳ日本支部会員現在数（2021年7月末現在）

個人会員 189名 学生会員 10名 特別会員 19社 合計 218名

令和 3 年 7 月25日
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〒112-0011 東京都文京区千石４丁目38番２号 （公益社団法人 地盤工学会内）

事務連絡：〒338-8570 埼玉県さいたま市桜区下大久保２５５

埼玉大学 工学部 環境社会デザイン学科 内村研究室内

TEL 048-858-9002 FAX048-858-3573 E-mail secret＠jcigs.org

委 員 長 木幡 行宏 室蘭工業大学大学院 工学研究科

幹 事 西村 淳 三井化学産資(株) 事業本部

幹 事 藤城 裕也 太陽工業(株) 国土事業本部

委 員 内村 太郎 埼玉大学大学院理工学研究科

委 員 江崎 孝二 ユニチカ（株）不識布事業本部

委 員 竹本 慎一 (株)クラレ 繊維カンパニー

委 員 小浪 岳治 岡三リビック(株) 研究開発部門

委 員 高橋 真一 (株)大林組 技術研究所

委 員 土橋 和敬 前田工繊（株）環境資材事業本部

委 員 角田 晋相 (株)錢高組 技術本部技術研究所

委 員 山中 光一 日本大学 理工学部

委 員 桝尾 孝之

本号では、特集「浅層地盤改良への展開」として、九州大学の安福規之先生に展望を頂き、また関

連する４編の技術報文を掲載しました。展望では、この分野へのジオシンセティックスの適用につい

て、歴史的な経緯を含めて解説して頂きました。

新しい技術を創るには、長い年月をかけて、多方面の関係者の知恵を集めていく必要があります。

これからも IGS日本支部が、会員の皆様の活動をサポートする役目を果たすことができれば幸いです。

末筆ながら、今号に原稿をご執筆いただいた皆様に、謝意を表します。

本号担当：内村太郎、小浪岳治、高橋真一
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